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５年生 田植え体験を行いました。
５年生は、本年度から社会科や総合的な学

ねんせい ほんねん ど しやかい か そうごうてき がく

習の時間の学習を受けて、田植え体験を行
しゆう じ かん がくしゆう う た う たい けん おこな

うようにしました。昨年度から新型コロナウ
さくねん ど しんがた

イルス感染拡大防止のために、様々な活動が
かん せんかくだいぼう し さまざま かつどう

制限され、体験活動を十分行うことができま
せいげん たいけんかつどう じゆうぶんおこな

せんでした。そこで、コミセンのご協力によ
きようりよく

り、５年生の田植え体験を実現することができるようになりました。
ねんせい た う たいけん じつげん

ダイレックスの裏あたりにある田んぼをお借りして、１１日（金）の午前中に行
うら た か ご ぜんちゆう おこな

いました。子どもたちは、初めての体験とあって、田ん
こ はじ たいけん た

ぼの土の感触や稲を手で植える大変さをしっかりと体験
つち かんしよく いね て う たいへん たいけん

できたようでした。どの子どもも、学校では見せない生
こ がつこう み い

き生きとした表情で田植えを楽しんでいて、やはり体験
い ひようじよう た う たの たいけん

することの大切さを実感したところです。また、子ども
たいせつ じつかん こ

たちが、田植えを手伝っていただいた地域の方々へお礼
た う て つだ ち いき かたがた れい

のあいさつをした後、「礼儀正しく、とても立派なあいさつでしたね。」とお褒めの
あと れい ぎ ただ りつ ぱ ほ

言葉もいただきました。
こと ば

社会科の学習では、これから田植えが機械化され
しやかい か がくしゆう た う き かい か

ていることを学んでいきますが、１年間かけて大切に
まな ねんかん たいせつ

育てられる米づくりを実際に体験することは、子ども
そだ こめ じつさい たいけん こ

たちにとってとても貴重な体験となります。きっと、
き ちよう たいけん

大人になっても記憶に残る体験になることでしょう。
お と な き おく のこ たいけん

秋には、収穫体験を行います。新型コロナウイルスの感染拡大の状況によって
あき しゆうかくたいけん おこな しんがた かんせんかくだい じようきよう

は、収穫したお米を家庭科の調理に使おうとも考えています。勤労の大変さと収穫
しゆうかく こめ か てい か ちよう り つか かんが きんろう たいへん しゆうかく

の喜びを実感できる学習にすることができたらと思います。どうぞ、楽しみにし
よろこ じつかん がくしゆう おも たの

ていてください。

地域の方からのご指導

田んぼに入って田植え体験

玉ひもに合わせてていねいに

２年生 校区たんけんに行ってきました。

２年生は、生活科の「まちたんけんにいこう」の学習
ねんせい せいかつ か がくしゆう

で校区内の公共施設や商店街など探検に行ってきま
こう く ない こうきよう し せつ しようてん がい たんけん い

した。子どもたちの生活範囲が、自分の家の近くから
こ せいかつはん い じ ぶん いえ ちか

校区に広がりを持ち始める学年となり、自分の住んで
こう く ひろ も はじ がくねん じ ぶん す

いる校区と校区にある様々な施設で働く人々に親しみ
こう く こう く さまざま し せつ はたら ひとびと した

や関心を持つことをねらいとしています。
かんしん も

校区には、郵便局や交番、公園といった公共施設
こう く ゆうびんきよく こうばん こうえん こうきよう し せつ

や銀行、飲食店などくらしを支える商店などがたく
ぎんこう いんしよくてん ささ しようてん

さんあることに気づいていたようです。まだ、イン
き

タビューまではできませんでしたが、休みの日など
やす ひ

「あっ、ここは来たことあるぞ。」と気づく子どもも
き き こ

いるでしょう。この学習を通して、校区のよさに気
がくしゆう とお こう く き

づき、好きになってくれることを期待しています。
す き たい

公園の名前の由来の話

お店の人を見つけたよ

本年度のクラブ活動から

本年度のクラブ活動も始まっています。感染拡大防止
ほんねん ど かつどう はじ かんせんかくだいぼう し

のために、活動の制限もありますが、それぞれのクラブ
かつどう せいげん

で工夫しながら活動しています。料理の代わりに手芸
く ふう かつ どう りよう り か しゆ げい

を楽しんでいたり、使う楽器を工夫して演奏したりとク
たの つか がつ き く ふう えんそう

ラブごとに工夫が見られます。
く ふう み

４年生は、上学年の仲間入りとして、本年度からク
ねんせい じようがく ねん なか ま い ほん ねん ど

ラブ活動に参加しています。上級生からやり方を教えてもらったり、楽しみ方を
かつどう さん か じようきゆうせい かた おし たの かた

一緒に考えたりと違う学年と一緒に活動する楽しさや難しさを学びます。
いつしよ かんが ちが がくねん いつしよ かつどう たの むずか まな

年間で１０回程度しかありませんが、子どもたちは、クラブ活動をとても楽しみ
ねんかん かいてい ど こ かつどう たの

にしているようです。

活動の様子では、自分の興味のあることや好きなこ
かつどう よう す じ ぶん きよう み す

とを友だちと一緒にできることの心地よさや、学年の違
とも いつしよ ここ ち がくねん ちが

う友だちが、一緒になって計画を立て、まとめていく
とも いつ しよ けいかく た

上級生としての難しさを感じているようです。
じようきゆうせい むずか かん

クラブ活動で自分の楽しみを見つけて、仲間と楽し
かつ どう じ ぶん たの み なか ま たの

むことが、将来大人になってからの自分の趣味につな
しようらい お と な じ ぶん しゆ み

がっていくものと思います。今後が楽しみです。
おも こん ご たの

手芸を楽しむ料理クラブ

外で元気にｿﾌﾄ･ｻｯｶｰｸﾗﾌﾞ


